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ま え が き 

 

団塊の世代が 60 歳に到達し、高齢社会が本格到来した。我が国では人口減少と高齢化が

進み、支える世代と支えられる世代のバランスが崩れてきている。支えられる世代、つまり

高齢者は、自ら支える側になることが求められている。 

本報告書は、60 歳以降の新しい働き方の可能性を探るものである。「働く」という言葉を

改めて考えれば、その範囲は賃労働を越えて定義出来る。社会貢献活動は「労働」の対価と

して賃金という形で本人には還元されないが、その価値は地域や社会に「時間的寄付」とし

て投下される。広い目でみれば、地域活動や NPO 活動における無償、あるいは有償のボラン

ティア活動もまた「労働」の一形態であろう。 

こういった視点から、本報告書では高齢者が社会貢献活動に参加する要因や、投下される

時間を規定する要因などを分析し、さらには高齢者には密接な健康問題と社会貢献活動の関

係や、生活満足度について言及している。 

また、日本の高齢社会は地域によって大きな特色がある。現在高齢期に入った団塊世代が、

1960～1970 年代の高度経済成長期に地方から都市へと人口流動した影響である。長年にわた

って過疎化が続いた地方と、爆発的に高齢化が進む都市周辺部では社会貢献活動の形態は異

なる。事例調査では日本の三地点での社会貢献活動に注目し、その様相と課題を抽出してい

る。 

本報告書が全国の行政、政策担当者をはじめ、NPO や地域組織などの社会貢献活動に携わ

る団体や、ボランティアに従事する（しようと考えている）方々に資することがあれば幸い

である。 
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